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O
許
己
目
波
万
気
底

〈心
は
解
け
て
〉
(
万
葉
一

七

-
三
九
四
0
・
平
群
氏

郎
女
)

し
た
が
っ
て
、
原
形
は
「
刀
」
で
甲
乙
の
混
同
例
で
あ
り
、
そ
れ
が
字
形

の
よ
く
似
た
「
乃
」
に
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
い
う
考
え
方
は
、
強
ち
否
定
で

き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
士
口
辞
書
を
安
易
に
利
用
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『日
本
書
紀
』
(
応
村
紀
三
十
一
年
八
月
)
に
、
い
わ
ゆ
る
「
枯
野
の
歌
」
が

載
っ
て
い
る
(三
五
八
ペ
ー
ジ
)。

歌
の
前
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

O
初
枯
野
船
、
為
二塩
薪
一焼
之
日
、
有
一一余
燈
イ
則
奇
一真
不
u

焼
而
献
之
。

天
皇
異
以
令
レ
作
レ琴。

其
立
田
鐙
銚
而
遠
輪
。
是
時、

天
皇
敬
之
日
、

こ
の
「
鐙
鍬
」
が
何
を
表
す
か
で
あ
る
が
、

『広
韻
』
に
は
「
鐙
鐙
錦
、
金

石
戸
山
」
と
あ

っ
て
、
金
や
石
の
立
て
る
音
と
さ
れ
て
お
り
、
「
応
村
紀
」
の

解
釈
に
は
直
接
役
に
立
ち
そ
う
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
鐙
銚
」
に
つ
い
て

『新
撰
字
鏡
』
(
天
治
本
)
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。

。
。
。

O
鐙
錦
上
背
耕
反
、
琴
音
也、

又
苦
井
反
、
下
且
洋
反
、
平
、
鎌
音
也、

金
石
声
、

加
奈
不

こ
こ
に
「
琴
音
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
応
村
紀
」
の
解
釈
に
使
え

内
回
同
日
徳
著

『上
代
日
本
語
表
現
と
訓
話
』

そ
う
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
訓
話
を
た
ど
る
と
そ
う
で
な
い
こ
と
が

オ
キ
テ

タ

チ

分
か
る
と
い
う
。『
論
語
』
(
先
進
)
に
、
「
鐙
爾
舎
レ
琵
而
作
、
対
日
」
と
あ

り
、
『論
一
詩
集
解
』
に
引
く
孔
安
国
注
に
は
「
鐙
者
投
翠
之
声
」
と
あ

っ
て
、

「琴立日
也
」
は
琵
を
下
に
置
い
た
時
の
音
(カ
タ
リ
と
)
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
な
ど
、
辞
書
が
文
脈
を
示
さ
ず
に
い
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
に
、
本
意
を
誤
解
し
か
ね
な
い
と
い
う
例
で
あ
る
。

な
お
、「
応
神
紀
」
の
「
鐙
鍬
L

は
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
楽
器
の
立
て
る

。。

立
自
の
形
容
で
あ
る
。
「
侵
入
管
弦
鐙
鍬
極
レ
楽
、
昏
夜
乃
罷
」

(漢
書

・
巻
八
十

一
・
列
伝
第
五
十
一
張
関
伝
)
の
例
は
、
そ
れ
に
近
い
。
ま
た
、

『遊
仙
窟
』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

。。

O
清
音
叫
跳
片
時
則
梁
上
座
飛
。
雅
音
鐙
柚
鮒
率
ホ
小
則
天
辺
雪
落
。

こ
の
「
鐙
鍬
」
も
楽
器
の
音
の
形
容
と
解
さ
れ
る
が
、
醍
醐
寺
本
で
は
、

こ
れ
を
「
カ
ウ
シ
ヤ
ウ
と
ユ
ラ
メ
イ
テ
」
と
文
選
読
み
を
し
て
い
る
。
こ
こ

で
使
わ
れ
て
い
る
ユ
ラ
メ
ク
は
、
〈
快
い
音
を
立
て
る
〉
の
意
で
あ
る
。
「応

神
紀
」
の
「
銀
鱗
」
は
『
兼
右
本
日
本
書
紀
』
な
ど
に
は
「
サ
ヤ
カ
ニ
シ

テ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
「
鐙
鍬
」
は
美
し
く
さ
わ
や
か
な
音
の
形
容
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
著
者
は
、
そ
れ
以
上
の
合
意
を
そ
こ
に
見
る
。
す
な
わ
ち
、

「
応
神
紀
」
の
こ
の
部
分
は
、

『書
紀
集
解
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「想
二
楓

声
之
遺
響
」
若
一一
銀
錦
之
在
乙
斗
」
(
文
選
巻
十

西
征
賦
)
(
「
楓
」
は
腰
に
帯

五
五



内
田
賢
徳
著

『上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詰
』

び
る
珠
の
意
)
に
よ
る
潤
色
で
あ
る
が
、
文
意
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
お
い
て
、

李
善
注
「
左
氏
伝
穆
嵐
目
、
今
君
雄
レ
終
、
一
言
猶
レ
在
レ
耳
」
に
拠
っ
て
い
る

と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
鐙
鍬
」
た
る
立
聞
は
、
「
君
子
之
聴
レ音
、
非
F

聴
ニ
其
銭

。銚
一而
己
よ
也
。
彼
亦
有
レ
所
レ
合
レ
之
也
」

(礼
記

・
楽
記
)と
い
っ
た
意
味
に
お

い
て
聴
か
れ
る
べ
き
音
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
応
神
の
霊
し
き

力
が
遠
く
に
及
び
、
ま
た
、
水
く
遺
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す

る
の
で
あ
る
。
上
代
人
の
表
現
の
真
意
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
著
者
の
よ

う
な
深
い
用
意
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す

一
例
で
あ
る
。

さ
て
、
古
辞
書
の
利
用
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
も
あ
る
。
(
三

六
一
ペ
ー
ジ
以
下
)

『古
事
記
』
(
下
巻
)雄
略
天
皇
条
に
あ
る
赤
猪
子
物
語
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
。
天
皇
は
美
和
河
の
ほ
と
り
で
美
し
い
赤
猪
子
を
見
か
け
、
近
く

宮
廷
に
召
し
出
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
天
皇
は
そ
の
約
束
を
忘
れ

て
し
ま
い
、
八
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
し
ま
う
。
赤
猪
子
は
、
そ
の
晴
れ
ぬ

気
持
を
訴
え
よ
う
と
、
天
皇
の
も
と
に
参
ず
る
。
天
皇
は
か
つ
て
の
約
束
を

思
い
出
し
た
が
、
結
婚
す
る
に
し
て
は
も
は
や
赤
猪
子
が
年
老
い
て
い
て
無

理
な
こ
と
を
悲
し
み
、
歌
を
も
っ
て
慰
め
た
。
赤
猪
子
は
ま
た
歌
を
も
っ
て

天
皇
を
祝
福
し
、
多
く
の
贈
り
物
を
下
賜
さ
れ
て
帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
話

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
皇
の
前
に
参
じ
た
赤
猪
子
を
見
た
時
の
天
皇
の
心
中
が
、

五
六

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

O
心
裏
欲
レ
婚
悼
ニ其
亙
老
、
不
U

得
レ
成
レ
婚
而

こ
の
「
霊
L

字
は
、
真
福
寺
本
を
始
め
諸
本
に
は
「
極
」
と
あ
る
が
、
真

福
寺
本
傍
蓄
に
「
霊
」
の
異
体
字
と
判
断
さ
れ
る
字
形
が
見
ら
れ
る
た
め
、

原
形
は
「
亙
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
何
と
訓
む
か
で
あ
る
。

「極
L

字
に
そ
っ
て
キ
ハ
メ
テ
、
イ
タ
ク
と
訓
ん
で
「
非
常
に
」
の
意
味
に

取
る
か
、
「
亙
L

字
に
そ
っ
て
ハ
ヤ
ク
と
訓
ん
で
「
早
く
も
、
す
で
に
」
の

意
味
に
取
る
か
に
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
評
者
は
、
山
口
佳
紀
[
一
九
九

五
]
に
お
い
て
、
「
亙
」
字
を
採
用
し
た
上
で
、
そ
れ
を
キ
ハ
メ
テ
と
訓
む

べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
「
亙
」
は
「
速
也
」
「
疾
也
」
と
注
せ
ら
れ
る
字
で

ハ
ヤ
ク
と
訓
む
と
す
れ
ば
、
速
度
が
速
い
と
い
う
意
味
に
な
る

あ
る
か
ら
、

は
ず
で
、
「
早
く
も
、
す
で
に
」
と
い
う
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

「
亙
」
「
極
」
両
字
の
通
用
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
藍
」
を
キ
ハ
メ
テ
と

訓
ん
で
「
非
常
に
」
の
意
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
援
用
し

た
の
が
次
の
資
料
で
あ
っ
た
。

O 
E 

居
力
(反
)
、
疾
也
、
趣
也
、
極
也、

速
也
、
数
也、

憂
也
(
新
撰

字
鋭
・
天
治
本
)極
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
亙
」
は
キ
ハ
メ
テ
と
訓

め
る
材
料
に
な
る
と
、
評
者
は
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
失
考
だ
っ
た
と

」
こ
に
、
「
亙

思
わ
れ
る
。



本
常一田
の
著
者
も
、
原
形
は
「

E
」
で
あ
っ
た
と
考
え
た
上
で
、
「
亙
」
の

訓
訪
を
検
討
す
る
。
『
築
隷
万
象
名
義
』
に
は
「
亙
居
力
反
、
疾
也
、
趣

也
、
速
也
、
数
也
、
愛
也
」
と
あ
っ
て
「
極
也
」
は
な
い
が
、

『新
撰
字
鏡
』

は
、
基
本
的
に
こ
れ
に
拠
っ
て
お
り
、

『新
撰
字
鋭
』
の
「
憂
也
」
は
「
愛

也
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
訪
を
た
ど

っ
て
み
る
と
、
「
愛
也
」
を
除
い
て
、
「
疾
也
」
「
趣
也
」
「
速
也
」
「
数
也
」

の
訓
義
は
、
時
間
の
短
さ
、
速
度
の
大
き
さ
の
両
方
に
わ
た
っ
て
、
要
す
る

に
は
や
い
の
義
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
極
也
」
も
、
は
や
い
の
意
と
考

え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

『古
事
記
』
の

「
亙
」
を
ハ
ヤ
ク
と
訓
ん
で
「
早
く
も
L

の
意
に
解
す
る
の
は
、
由
。
叩
包
可
の

意
を
巾
白
町
一
可
の
意
に
置
き
換
え
て
し
ま

っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ

の
ハ
ヤ
ク
は
に
わ
か
に
の
意
の
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
不
老
の
雄
略
か

ら
す
れ
ば
、
赤
猪
子
の
老
化
は
急
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
と

も
訓
義
に
従
え
ば
そ
う
解
す
る
他
な
い
。L

と
い
う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ

る
。確

か
に
、

『新
撰
字
鋭
』
の
「
極
也
」
は
、
は
や
い
の
義
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
を
根
拠
に
「

E
」
を
ハ
ヤ
ク
と
訓
む
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

に
わ
か
に
の
意
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
い
く
ら
こ
れ
が
「
雄
略
の

心
情
に
そ
っ
て
い
る
」
表
現
だ
と
考
え
た
と
し
て
も
、
八
十
年
も
待
た
せ
た

赤
猪
子
を
前
に
し
て
、

「
急
に
老
い
た
」
と
感
じ
た
と
す
る
の
は
、
無
理
が

内
回
賢
徳
著

『上
代
日
本
語
表
現
と
訓
話
』

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

評
者
と
し
て
は
、
こ
の
「
盛
」
を
キ
ハ
メ
テ
と
訓
ん
で
「
非
常
に
老
い

た
」
の
意
と
見
る
考
え
方
を
、
な
お
捨
て
か
ね
て
い
る
。
『
新
撰
字
鋭
』
を

援
用
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
「
亙
」
を
「
極
」
の
省
画
と
考
え
て
、

「
非
常
に
」
の
意
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
可
能
で
は
な
い
か
。

著
者
の
結
論
に
は
疑
問
が
残
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
『新
撰

字
鏡
』
の
利
用
は
、
倭
訓
の
み
な
ら
ず
訓
義
に
お
い
て
も
考
証
を
要
す
る
」

(三
六
司八
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
著
者
の
一言
葉
は
、
重
く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
書
が
扱
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
中
で
、
評
者
が
特
に
関
心
を

も
っ
た
幾
つ
か
の
間
題
に
的
を
絞

っ
て
、
感
ず
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
。

も
と
よ
り
本
書
の
内
容
は
、
以
上
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
よ

り
、
本
評
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
の
生
か
な
内
容
の
ご
く

一
部
に
過
ぎ
な

ぃ
。
上
代
の
文
献
を
読
む
者
に
と
っ
て
、
本
書
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
方

法

・
知
識
・
心
構
え
が
不
必
要
に
な
る
こ
と
は
、
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
本
書
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
極
め
て
多
い
。
評
者
も
ま
た
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
上
記
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

本
書
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
五
年
あ
ま
り
、
本
評
を
執
筆
す
る
の
が
か
く
も

五
七



内
国
賢
徳
著

『上
代
日
本
語
表
現
と
訓
話
』

遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
評
者
の
責
任
で
あ
る
。
評
者
の
個
人
的

事
情
か
ら
執
筆
の
時
聞
が
取
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
著
者
な
ら
び
に

読
者
に
対
し
て
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

引
用
文
献
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童日

量平

中
;11 
ゆ
か
り
著

『
上
代
散
文

本
書
に
つ
い
て
著
者
は
冒
頭
に
、
日
本
語
の
神
話
や
伝
承
を
「
外
国
語
で

あ
る
漢
字
漢
文
を
用
い
て
書
き
な
が
ら
、

十
分
に
読
み
手
に
意
図
を
伝
え

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
試
み
ら
れ
た
の
」
か
、
「
そ
の
試
み
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
本
書
が
行
お
う
と
す
る
の
は
「
言
葉
か
物
か
、
い
ず
れ
か
を
取
り
上
げ
、

そ
の
考
証
を
通
じ
て
結
論
を
導
き
出
そ
う
と
」
す
る
こ
と
で
あ
る

(
9
頁)。

実
際
、
本
書
は
古
事
記

・
日
本
書
紀

・
風
土
記
を
中
心
に
、
上
代
散
文
に
お

け
る
用
語
、
お
よ
び
用
字

・
語
法
、
時
に
「
物
」
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
れ
ら

が
い
か
よ
う
な
、
あ
る
い
は
い
か
よ
う
に
、
書
記
者
の
意
図
を
体
現
し
て
い

る
か
を
、
丁
寧
に
跡
づ
け
た
諸
論
考
か
ら
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章

神
話
を
語
る
言
葉

中
川
ゆ
か
り
著
『
上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

荻

そ
の
表
現
の
試
み
』

第

節

第

節

第
三
節

第
四
節

第
二
章
第

節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
三
章
第
一
節

第
二
節

千

鶴

原

神
婚
認
発
生
の
基
盤

神
釜
の
湿
り
来
る
サ
キ
|
祭
犯
の
場
所
の
問
題
か
ら
|

出
会
い
の
表
現
不
思
議
を
詩
る
意
識

神
話
を
記
述
す
る
言
業
l
漢
語
の
利

用

|

古
事
記
の
表
現
ー
も
の
が
た
る
工
夫
l

イ
ザ
ナ
キ
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
作
り
|
「
修
理
」
の
語
義
か
ら
!

鈎
穴
を
通
る
カ
ミ
|
古
事
記
の
三
輪
山
神
話
l

応
神
記
の
「
厳
飾
」
|
古
事
記
の
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ッ
コ
像
|

あ
ぐ
ら
ゐ
の
神
|
雄
略
天
皇
像
造
型
の
一
面
|

文
体
の
工
夫
|
目
的
語
〈
ヲ
裕
〉
を
明
示
す
る
た
め
に
|

日
本
書
紀
の
表
現
と
受
容

日
本
書
紀
の
漢
字
・
漢
語
選
択
の
意
識
|
。
ウ
ケ
ヒ
。
の
場
合
|

「
努
力
」
を
ユ
メ
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て
|
日
本
普
紀
古
訓
の
一
問
題
|

五
ブL



中
川
ゆ
か
り
著

『上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

講
匙
百
と
覚
宴
!
日
本
紀
克
宴
和
歌
の
歌
題
と
書
紀
の
訓
読
|

補
論
風
土
記
の
表
現
|
地
方
の
個
性
|

播
磨
国
風
土
記
の

一
特
徴
1

「説
」
で
表
わ
さ
れ
る
求
婚
を
め
ぐ
っ
て
|

第
四
章
第
一
節

第
二
節

山一且後
国
風
土
記
の
語
る
世
界
|
文
章
の
特
徴
と
描
き
出
さ
れ
た
図
柄
|

「
勅
+
動
詞
」
の
語
法
|
続
日
本
紀
の
「
勅
」
と
「
勤
」
か
ら

第

節

第
四
節

肥
前
国
風
土
記
の
文
章
1
進
取
の
気
性
|

第
一
章
「
神
話
を
語
る
言
葉
」
は
、
著
者
の
比
較
的
初
期
の
論
考
が
集
め

ら
れ
た
章
で
、
「
神
話
を
審
く
時
の
工
夫
を
表
現
か
ら
採
り
、
神
話
で
あ
る

こ
と
の
特
徴
を
言
葉
を
通
じ
て
考
え
」

(
4
頁
)
、「
訪問ら
れ
て
い
る
言
葉
か

ら
、
神
話
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
」

(5
頁
)
で
あ
る
。
著
者
の
関

心
は
、
上
代
散
文
に
現
れ
る
、
「
サ
キ
」
「
ア
フ
」
な
ど
と
い
っ
た
、

一
見
何

気
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
ば
の
内
に
、
「
神
話
」
を
語

り
出
す
、
現
代
人
と
は
や
や
異
な
る
思
惟
を
見
出
す
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
恩

わ
れ
る
。

そ
う
し
た
著
者
の
関
心
が
、
最
も
鮮
や
か
に
功
を
奏
し
て
い
る
の
は
第
三

節
で
あ
ろ
う
。
「
相
手
が
(
自
分
に
)
会
っ
た
」
と
い
う
中
世
以
前
の
作
品
に

現
れ
る
表
現
(本
書
中
で
。
相
手
が
ア
フ
。
と
略
称
)
を
丹
念
に
追
い
、
「
自
ら

の
意
志
を
越
え
た
突
然
の
出
会
い
を
、
驚
き
の
感
情
を
こ
め
て
眼
の
あ
た
り

に
述
べ
た
も
の
」

(的
頁
)
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
く
。
。
相
手
が
ア
フ
。
が
、

六
O

神
と
の
出
会
い
の
表
現
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
、
「
不
思
議
」
を
語
る
意
識
の

産
物
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
提
示
し
た
好
論
と
い
え
る
。。
相
手
が
ア
フ
タ

は
ま
た
、
説
話
に
多
く
、

作
り
物
語
に
は
見
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
の
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
描
写
の
し
か
た
の

志
向
と
、
虚
梢
世
界
を
構
築
す
る
作
者
の
視
点
の
問
題
を
扶
り
出
し
て
い
る

の
も
的
確
で
あ
り
、
。
相
手
が
ア
7
4
表
現
の
本
質
を
、
さ
ら
に
際
や
か
に

し
て
い
る
。

漢
籍
あ
る
い
は
漢
籍
の
影
響
の
強
い
作
品
に
お
け
る
、
「

1
有
り
」
に
近

い
意
味
合
い
を
も
つ
こ
と
の
指
摘
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
、

。
相
手
が
ア
フ
ク
は
「
存
在
表
現
に
近
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
が
、
そ

の
存
在
表
現
が
あ
く
ま
で
「
有
」
で
あ
っ
て
「
在
」
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
「

1
有
り
」
に
近
い
。
相
手
が
ア
フ
。
表
現
と
は
、
存
在
と

い
う
こ
と
自
体
が
現
れ
る
こ
と
へ
の
驚
き
、
現
出
の
不
思
議
そ
の
も
の
へ
の

驚
嘆
の
表
現
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
が
「
j
有
り
L

と
は
異
な
っ
て
、
も
っ

ぱ
ら
一
人
の
登
場
人
物
の
限
局
さ
れ
た
視
角
か
ら
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

そ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
一
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

「
神
話
」
の
解
明
を
目
指
す
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
あ
た
り
を
さ
ら
に
分

析
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。。
相
手
が
ア
フ
。
表
現
を
多
く

も
つ
古
事
記
が
、
和
文
の
含
有
を
許
容
す
る
文
体
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
の
も
、
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



第

一
節
お
よ
び
第
二
節
は
、
こ
と
ば
の
う
ち
に
、
祭
犯
の
場
の
醸
成
す
る

思
惟
の
あ
り
方
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。
う
ち
第
二
節

は
、
人
と
霊
一
的
存
在
の
交
渉
の
場
と
し
て
「
サ
キ
」
を
と
ら
え
る
。
「
丘
の

ふ
も
と
の
突
き
出
し
た
部
分
で
あ
る
サ
キ
、
海
に
向
か
っ
て
突
き
出
し
た
サ

キ
」
な
ど
が
、
「
神
釜
の
こ
も
る
他
界
」
と
「
人
間
が
住
む
世
界
と
の
境
界

の
先
端
」
で
あ
る
た
め
に
、
記
紀
や
風
土
記
に
お
い
て
祭
杷
の
場
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
観
念
の
古
さ
が
、
サ
キ
に
湿
り
つ
く
(ま
た
は

居
る
)神
が
天
皇
家
に
対
抗
的
な
荒
ぶ
る
神
霊
と
し
て
語
ら
れ
る
原
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
用
例
を
渉
猟
し
て
の
論
述
は
説
得
力
を
も
っ
。

と
こ
ろ
で
サ
キ
は
、
人
間
の
領
域
が
異
界
に
向
か
っ
て
突
き
出
し
た
場
所

な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
異
界
が
人
間
の
領
域
に
向
か
っ
て
突
き
出
し
て

い
る
場
所
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
人
間
の
意
識
に
よ
っ
て
変
わ
り
う
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
捉
え
方
に
よ
る
語
ら
れ
方
の
差
異
の
問
題
が
浮
上
し
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
播
磨
国
風
土
記
の
「
神
前
」

・
肥
前
国
風
土
記
の
「
神

埼
」
に
お
い
て
交
通
妨
害
が
語
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
サ
キ
が
異
界
の
側
か
ら

の
人
間
界
へ
の
突
き
出
し
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
神
来
臨

が
待
ち
受
け
ら
れ
る
と
き
に
は
、
人
間
界
の
側
か
ら
異
界
の
側
へ
の
突
き
出

し
が
意
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
好
論
に
導
か
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

第
四
節
は
、
ミ
チ
・
ヲ
ト
コ
が
「
御
路
」
「
壮
夫
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
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に
着
服
す
る
。
た
と
え
ば
「
御
路
」

(古
事
記
梅
宮
遊
行
神
話
)
は
、
単
に
ミ

チ
と
い
う
和
語
を
表
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
で
天
子
の
み
が
使
用
す

る
お
な
り
道
を
表
す
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
証
し
、
「
シ
ホ
ツ
チ
の
神
に
よ
っ

て
霊
力
を
与
え
ら
れ
た
、
選
ば
れ
た
人
で
あ
る
ホ
ヲ
リ
の
命
が
お
通
り
に
な

る
道
」

(附
頁
)
と
い
う
神
話
的
な
力
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
和
語
の
ミ
チ

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
神
話
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
「
意
味
を
、
五
百
く
。

こ
と
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
」

(問
頁
)
た
め
の
漢
語
の
受
容
で
あ
る
と
す
る
。

神
話
に
お
い
て
和
語
の
「
も
つ
意
味
を
よ
り
精
確
に
表
そ
う
と
す
る
、
限
で

よ
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
」
「
古
事
記
編
者
の
工
夫
の

一
つ」

(川
頁
)

で
あ
り
、
「
記
録
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
失
わ
れ
て
ゆ
く
神
話
の
エ
ッ
セ
ン
ス

と
も
い
う
べ
き
も
の
、
そ
の
喪
失
を
で
き
る
限
り
食
い
止
め
る
試
み
」

(川

頁
)と
位
置
づ
け
る
。

「
御
路
」
に
漢
認
を
見
た
の
は
慧
眼
で
あ
り
、
「
御
路
」
「
壮
夫
」
の
漢
詩

と
し
て
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
功
績
は
大
き
い
。
だ
が
そ
う
し
た
漢
詩
を

当
て
る
営
み
は
、
著
者
の
言
う
よ
う
に
、
神
話
を
記
述
す
る
際
に
神
話
の
も

つ
カ
の
損
失
を
少
な
く
す
る
試
み
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
語

ら
れ
た
神
話
な
る
も
の
は
、
和
一請
で
「
ミ
チ
」
「
ヲ
ト
コ
」
と
語
ら
れ
て
い

た
は
ず
だ
が
、
古
事
記
編
者
は
果
た
し
て
、
そ
う
し
た
生
き
た
神
話
の
語
ら

れ
る
場
に
身
を
置
い
て
、
「
神
話
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を
感
得
し
、
語
ら
れ
る

神
話
の
側
か
ら
そ
の
喪
失
を
意
識
し
う
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

ム
ノ、
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か
。
神
話
を
語
る
和
語
「
ミ
チ
」
「
ヲ
ト
コ
」
に
漢
語
を
あ
て
る
作
業
は
、

む
し
ろ
、
書
記
す
る
こ
と
に
習
熟
し
た
者
の
側
か
ら
眺
め
ら
れ
た
、
語
ら
れ

た
神
話
へ
の
新
た
な
解
釈
の
付
与
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
節
は
む

し
ろ
、
第
二
章
「
古
事
記
の
表
現
」
と
し
て
突
き
詰
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。

第
二
章
「
古
事
記
の
表
現
」
は
古
事
記
の
「
も
の
が
た
り
の
語
り
方
と
表

記
の
工
夫
」

(6
頁
)
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
、
一
連
の
論
考
を
収
め
、
そ
の

「
工
夫
」
の
あ
り
方
が
古
事
記
の
「
文
学
性
」
の
体
現
に
通
ず
る
こ
と
を
論

ず
る
。

第
一
節
は
、
解
明
困
難
さ
で
知
ら
れ
る
天
地
初
発
条
の
「
修
理
」
に
挑
む
。

「
修
理
L

の
用
例
を
日
本
の
古
典
類
か
ら
漢
籍
に
至
る
ま
で
渉
猟
し
、
漢
語

「
修
理
」
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。
中
国
や
日

本
の
古
い
時
代
に
お
け
る
「
修
理
」
は
、
現
代
日
本
語
の
「
修
理
」
と
同
じ

よ
う
に
、
部
分
的
な
手
直
し
を
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、
現
代
日

本
語
と
は
異
な
り
、
一
か
ら
建
て
直
し
た
り
作
り
直
し
た
り
す
る
こ
と
を
も

一一百
う
。
著
者
は
前
者
を
「
小
さ
な
「
修
理
」
」
、
後
者
を
「
大
き
な
「
修
理
」
」

と
し
、
そ
れ
ら
と
「
造
」「
作
」
「
新
造
」
「
創
造
」
「
輿
造
」
「
改
造
」
、
お
よ

び
和
語
「
ツ
ク
ル
」
「
ツ
ク
ロ
フ
L

の
関
係
を
、
鮮
や
か
に
整
理
す
る
。
著

者
の
こ
の
的
確
で
行
き
届
い
た
整
理
に
よ
っ
て
、
従
来
錯
綜
し
た
論
議
の
展

-'-
ノ、

関
さ
れ
た
「
修
理
回
成
」
に
、
拠
る
べ
き
大
き
な
基
準
が
提
供
さ
れ
て
い
る

と
評
し
え
よ
う
。

こ
と
に
重
要
な
の
は
、
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
、
「
修
理
」
と
は

7
す
で
に

あ
る
も
の
。
に
つ
い
て
言
う
の
が
基
本
で
あ
る
」

(邸
頁
)
こ
と
が
、
き
わ
め

て
明
瞭
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
著
者
は
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ

の
「
修
理
回
成
」
は
「
大
き
な
「
修
理
」
」
た
る
「
作
り
直
し
」
で
あ
り
、

今
す
で
に
あ
る
「
国
」
を
「
ひ
と
ま
ず
取
り
の
ぞ
き
、
国
を
生
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
は
神
を
生
む
こ
と
に
よ
っ
て
」
作
り
直
し
た
も
の
、
と
の
解

釈
を
導
く
(問
頁
)
。
一
つ

の
解
釈
と
し
て
重
要
だ
が
、
惜
し
ま
れ
る
の
は
、

林
野
志
隆
光
氏
説
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
神
野
志
氏
の
「
「
修
理
」
と
は
、

あ
る
べ
き
す
が
た
に
と
と
の
え
た
だ
す
こ
と
」
「
す
で
に
あ
る
も
の
(実
現
さ

れ
た
も
の
)
に
対
し
て
い
う
の
が
上
代
の
用
例
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
、
「
国
」

と
し
て
の
す
が
た
を
実
現
し
た
と
は
い
え
な
い
も
の
に
対
し
て
「
修
理
」
と

い
う
。
そ
う
し
た
問
題
的
な
「
修
理
」
と
し
て
捉
え
す
え
て
、
問
題
は
明
確

と
な
る
」
と
の
指
摘
(「『
古
事
記
』「
国
作
り
」
の
文
脈
|
「
修
理
」
「
生
」
「
作
」

|
」
『図
語
図
文
』
五
八
|
一一一)
に
つ
い
て
、
表
者
は
神
野
士
山
氏
の
「
問
題
的

な
」
と
い
う
言
い
方
を
「
例
外
の
」
の
意
に
取
り
な
し
て
、
論
を
進
め
て
い

る
点
だ
(
郎
頁
)
。
こ
こ
で
神
野
志
氏
が
「
問
題
的
な
」
と
い
う
の
は
、
実
現

し
た
と
は
い
え
な
い
も
の
に
対
し
て
「
修
理
」
と
い
う
当
該
箇
所
は
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
修
理
」
が
実
現
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
い
う
こ
と
を



本
義
と
す
る
こ
と
に
即
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
、
そ
う
し
た
問
題

を
は
ら
ん
だ
箇
所
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら

神
野
志
氏
は
、
当
該
箇
所
の
す
で
に
実
現
さ
れ
た
そ
の
あ
り
ょ
う
を
、
「
理

念
(
な
い
し
、
デ
ザ
イ
ン
)
と
し
て
の
あ
る
べ
き
す
が
た
」
と
し
て
考
え
る
こ

と
を
選
ぶ
。
「
す
で
に
あ
る
も
の
」
と
い
う
基
本
の
理
解
を
共
有
し
な
が
ら
、

著
者
は
神
野
志
氏
の
解
釈
と
扶
を
分
か
っ
て
い
る
。
村
野
志
氏
自
身
、
そ
れ

が
「
上
代
の
一
般
的
用
法
と
は
異
な
る
」
こ
と
を
認
め
て
の
立
論
で
あ
る
が
、

著
者
に
は
神
野
志
説
と
は
扶
を
分
か
つ
、
そ
の
論
議
が
是
非
と
も
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
本
節
が
極
め
尽
く
し
た
「
修

理
」
の
考
証
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

第
二
節
j
第
四
節
は
、
「
物
」
に
着
目
し
て
の
論
。
い
ず
れ
も
日
本

・
中

国
に
わ
た
る
古
文
書
類
や
木
筒
、
絵
画
、
建
築
、
調
度
類
の
実
例
を
博
捜

(豊
宮
面
な
絵
図
や
写
真
を
も
含
む
)
・
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

第
二
節
は
三
輪
山
神
話
に
現
れ
る
「
鈎
穴
」
に
つ
い
て
、
古
事
記
編
纂
の
時

代
、
カ
ギ
ア
ナ
の
あ
る
建
物
は
寺
院
や
貴
族
の
邸
宅
な
ど
に
限
ら
れ
、
「
ど

こ
で
で
も
限
に
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
(
胤
頁
)
こ
と
を
指
摘
す

る
。
普
通
に
は
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
こ
と
ば
に
、
鋭
い
聞
い
を
投
げ

か
け
る
著
者
の
感
性
の
鋭
さ
が
窺
わ
れ
る
。
本
書
に
は
こ
う
し
た
鋭
い
感
性

が
、
随
所
に
燥
め
い
て
い
る
。
当
時
稀
少
で
あ
っ
た
カ
ギ
ア
ナ
を
通
り
抜
け

る
語
り
口
は
、
漢
訳
仏
山県
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
の
、
大
物
主
神
の
霊
威
を
印
象
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づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
古
事
記
編
者
の
工
夫
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
く
。

第
三
節
は
「
厳
飾
」
が
漢
訳
仏
典
認
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
諾
に
よ
っ
て
古

事
記
は
、
当
時
珍
し
か
っ
た
舶
来
の
立
座
具
を
用
意
し
て
の
、
家
内
部
の
華

や
か
な
飾
り
方
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ

ラ
ッ
コ
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
「
神
聖
さ
の
付
与
と
そ
れ
を
必
要

と
し
た
中
巻
の
天
皇
像
の
終
駕
」
を
語
ろ
う
と
し
た
古
事
記
編
者
の
語
り
方

が
あ
る
、
と
結
論
す
る
。
中
巻
と
下
巻
の
天
皇
像
の
変
質
か
ら
解
釈
す
る
点

に
は
異
論
も
あ
り
え
よ
う
が
、
古
事
記
の
「
厳
飾
L

の
意
味
を
仏
の
「
座
」

の
荘
厳
か
ら
導
く
の
は
、
カ
ザ
ル
こ
と
が
仏
教
と
関
わ
り
つ
つ
、
崇
高
性
や

神
聖
性
の
現
出
に
つ
な
が
る
古
代
的
な
あ
り
方
を
提
示
し
え
て
い
る
。

続
く
第
四
節
は
、
雄
略
記
の
「
あ
ぐ
ら
ゐ
の
村
の
御
手
も
ち
」
の
歌
と
、

地
の
文
中
の
「
大
御
呉
床
」
「
御
呉
床
」
を
め
ぐ
る
論
考
で
、
歌
の
「
ア
グ

ラ
」
が
最
高
貴
の
者
の
座
で
あ
る
こ
と
、
地
の
文
の
「
呉
床
」
が
、
異
国
の

神
で
あ
る
仏
像
の
台
座
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
天
皇
の
神
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
尊
貸
さ
を
鮮
明
に
、
印
象
的
に
語
ろ
う
と
し
た
」
歌
の
場

面
で
、
「
呉
床
L

は
「
天
皇
の
威
厳
を
き
わ
立
た
せ
る
役
割
を
担
っ
て
」
お

り
、
「
古
事
記
の
物
語
は
、
読
み
手
を
、
あ
る
い
は
聞
き
手
を
自
然
に
納
得

さ
せ
る
装
置
に
意
を
用
い
て
い
る
」
(
加
頁
)
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
物
」
を
め
ぐ
る
詳
細
な
考
証
は
、
古
代
の
人
々
の
生
活
空
間

を
紡
仰
さ
せ
、
興
趣
に
富
む
。
著
者
は
そ
こ
に
古
事
記
の
、
も
の
ご
と
を
効

~ 

ノ、
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果
的
に
描
こ
う
と
す
る
意
図
と
工
夫
を
見
、
古
事
記
の
文
学
性
を
主
張
し
て

い
て
、
そ
れ
は
確
か
に
古
事
記
の
文
学
性
を
言
う
一
つ
の
有
効
な
方
法
た
り

え
て
い
る
。
た
だ
評
者
は
、
こ
れ
ら
大
陸
渡
来
の
小
道
具
(
第
一
章
第
四
節

「
御
路
」
も
、
そ
う
し
た
小
道
具
だ
と
も
い
え
る
)
が
、
い
ず
れ
も
神
や
天
皇
の

神
秘
性
や
尊
質
性
・
神
聖
性
の
表
現
を
担

っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

古
事
記
の
「
文
学
性
」
と
い
っ
た
模
糊
と
し
た
概
念
に
収
数
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
古
事
記
の
神
や
天
皇
へ
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
に
論
議
を
発
展
さ
せ
ら

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
感
想
を
も
っ
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
古

事
記
に
渓
訳
仏
典
に
よ
る
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者
が

「
神
々
の
物
語
を
書
く
際
に
は
、
仰
や
そ
の
弟
子
達
に
よ
る
、
人
間
の
力
を

超
え
た
神
通
力
を
示
す
話
を
多
く
含
む
仏
典
が
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
L

(

附
頁
)
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
重
い
意
味
を
も
つ
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

第
五
節
は
古
事
記
の
ヲ
格
を
含
む
構
文
の
語
順
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
古
事
記
が
読
み
や
す
さ
を
求
め
て
意
識
的
に
文
体
を
選
択
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
跡
づ
け
る
。
ヲ
格
と
ニ
格
を
合
わ
せ
持
つ
構
文
の
場
合
、
古

事
記
で
は
、
正
格
漢
文
式
の
書
き
方
の
ほ
か
に
、
日
本
語
の
語
順
と
同
じ
よ

う
に
書
く
書
き
方
、
ヲ
格
ニ
格
分
置
型
な
ど
、
四
種
類
も
の
方
式
が
み
ら
れ

る
。
ヲ
格
ニ
格
分
置
型
は
他
の
上
代
文
献
に
も
多
く
見
ら
れ
る
方
式
で
、
日

本
人
に
と
っ
て
の
わ
か
り
や
す
き
を
旨
と
し
た
蓄
き
方
だ
が
、
こ
れ
が
他
文

献
に
比
し
て
徹
底
的
に
多
用
さ
れ
る
の
が
古
事
記
の
特
質
で
あ
る
こ
と
を
、

六
四

綴
密
な
調
査
を
通
じ
て
立
証
す
る
。
ま
た
古
事
記
で
多
様
な
方
式
が
試
み
ら

れ
る
の
は
、
「
資
料
の
日
本
語
の
性
格
(
漢
字
・
漢
文
に
置
き
換
え
や
す
い
か
否

か
等
)
と
、
も
と
の
日
本
語
の
再
現
を
ど
の
程
度
ま
で
考
慮
す
べ
き
か
と
い

う
二
点
を
考
え
合
わ
せ
た
上
で
の
編
者
の
文
型
の
選
択
」
(
加
頁
)
で
あ
る
こ

と
を
、
膨
大
な
デ
l
タ
の
分
析
を
通
し
て
立
証
し
て
お
り
、
説
得
力
に
富
む
。

ヲ
格
の
み
を
持
つ
構
文
の
場
合
に
も
、
古
事
記
に
は
三
種
類
の
書
き
方
が

み
ら
れ
る
。

J
矢
」
を
用
い
る
方
式
は
木
簡

・
正
倉
院
文
書
等
に
も
み
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
に
比
し
て
古
事
記
の
場
合
は
「
ヲ
絡
を
受
け
る
動
詞
・
形
容

詞
が
仮
名
書
き
の
場
合
と
、
ヲ
格
が
極
め
て
長
い
場
合
に
限
ら
れ
る
」

(別

頁
)
こ
と
を
指
摘
し
、
動
詞
と
の
結
び
つ
き
の
わ
か
り
や
す
さ
や
目
的
語
の

切
れ
目
の
わ
か
り
や
す
さ
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
古
事
記
が
文
型
を
選
択
し
て

い
る
こ
と
を
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

日
本
書
紀

・
続
日
本
紀
風
土
記

・
正
倉
院
文
書
等
の
デ
1

タ
を
す
べ
て

分
析
し
た
、
こ
の
周
到
な
労
作
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
が
二
つ
あ
る
。

一つ
は
古
事
記
が
、
そ
の
趣
旨
内
容
を
伝
え
ん
と
す
る
こ

と
に
重
き
を
置
く
が
た
め
に
、
文
の
構
造
の
わ
か
り
や
す
さ
を
、
視
覚
的
な

レ
ベ
ル
で
追
究
し
て
い
る
よ
う
に
息
わ
れ
る
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
第
一
章

第
四
節
の
「
限
で
よ
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
」
「
御
路
」
等
の
問
題
に

も
通
底
す
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
は
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
著

者
の
言
う
よ
う
に
、
「
古
事
記
の
文
章
」
は
「
果
た
し
て
、
す
べ
て
日
本
一
諾



に
還
元
で
き
る
の
か
」
と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、
「
こ
こ
で
考
え
た
ヲ
格
の

場
合
は
、
あ
る
場
合
に
は
助
詞
も
語
順
も
誤
り
な
く
伝
え
た
い
と
い
う
書
き

方
が
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
意
味
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
編
者

の
脳
裏
に
あ
っ
た
日
本
語
に
、
{
完一元
冗
全
に
は
再
現
し
に
く
い
書
き
方
が
さ
れ
て

い
た
と
一z-t言-=-

の
で
は
な
い
か
」

(mm刷頁
)
と
の
答、ええ
が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
事

記
の
成
立
の
過
程
と
、
古
事
記
の
文
体
を
め
ぐ

っ
て
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
提

供
し
て
い
る
重
要
な
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章

「
日
本
書
紀
の
表
現
と
受
容
」
は
、
日
本
書
紀
の
表
記
や
古
訓
を

め
ぐ
る
論
考
を
収
め
る
。

第

一
節
は
ウ
ケ
ヒ
を
表
す
用
字
に
つ
い
て
の
論
考
。
日
本
書
紀
は
「
誓
約

(
筈
)
」
「
祈
」
「
呪
」
を
、
ウ
ケ
ヒ
を
表
す
字
と
し
て
用
い
る
が
、
漢
籍
や
漠

訳
仏
典
に
も
ウ
ケ
ヒ
に
似
た
行
為
が
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
「
呪
」

(
漢
籍
)
、

「誓
(
呪
哲)」

「祝」

(漢
訳
仏
典
)
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
と
、
日

本
書
紀
に
お
け
る
訓
注
の
付
さ
れ
方
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
日
本
書
紀
編
者

に
と

っ
て
、
ウ
ケ
ヒ
は
統

一
的
に
「
呪
」
で
表
記
し
て
も
さ
ほ
ど
隔
た
り
を

感
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
包
摂
し
う

る
ウ
ケ
ヒ
の
、
そ
の
行
為
の
行
わ
れ
る
状
況
や
心
理
の
速
い
に
応
じ
て
書
き

分
け
た
結
果
と
し
て
多
種
の
文
字
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
す

中
川
ゆ
か
り
著
『
上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

な
わ
ち
「
ウ
ケ
ヒ
と
い
う
言
葉
そ
れ

一
語
に
対
応
す
る
と
言
う
よ
り
、
む
し

ろ
そ
の
前
後
を
も
含
め
た

。文
脈
の
翻
訳
。
が
な
さ
れ
」
た
も
の
(如
頁
)
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
漢
字
・
漢
語
に
表
わ
し
に
く
い
諸
に
、
日

本
書
紀
編
者
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
見
出
し
た

か」

(湖
頁
)
と
い
う
問
題
意
識
に
対
す
る
解
答
の

一
つ
を
本
節
は
導
い
て
お

り
、
そ
れ
は
妥
当
な
結
論
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
、
ウ
ケ
ヒ
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
日
本
書
紀
は
「
誓
」
「
祈
」

「
呪
」
を
用
い
て
い
る
。
ウ
ケ
フ
と
い
う
一
語
の
ま
と
ま
り
を
棄
て
て
、
チ

カ
フ

・
イ
ノ
ル
・
ノ
ム
・
ノ
ロ
フ
と
い

っ
た
語
と
の
相
違
性
を
捨
象
す
る
こ

と
に
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
、

多
種
表
記
を
選
ん
だ
日
本
書
紀
編
纂
者
の
意

識
、
あ
る
い
は
方
針
は
、
い
か
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い

て
も
伺
い
た
か
っ
た
と
思
う
。

第
二
節
は
、
日
本
書
紀
の
「
努
力
」
に
「
ユ
メ
」
、
「
努
力
努
力
」
に
「
ユ

メ
ユ
メ
」
の
訓
を
当
て
た
古
訓
が
、
「
会
話
文
の
訓
は
笑
際
に
話
さ
れ
た
一言

葉
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場」

(制
頁
)
に
よ
る
も
の
で
、
古
訓
に
は
「
文

脈
や
語
の
性
格
を
考
慮
し
た
訓
」

(お
頁
)
が
あ
る
と
す
る
論
。
第
三
章
で
の

著
者
の
関
心
の

一
つ
は
、
古
伝
承
を
漢
文
へ
と
橋
渡
し
す
る
「
翻
訳
」
の
あ

り
方
で
あ
り
(第

一
節
)、
も
う

一
方
で
は
そ
の
よ
う
に
「
翻
訳
」
さ
れ
た
漢

文
を
訓
も
う
と
す
る
訓
点
者
の
意
識
の
あ
り
方
で
あ
る
(本
節
)。

そ
の
両
者

は
ぴ
た
り
と
向
か
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
と
も
創
価
嗣
を
生
じ
て

六
五



中
川
ゆ
か
り
著

『上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

い
る
の
か
。
本
節
に
つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
言
及
が
あ
れ
ば
、
よ
り
明
快
性

を
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

補
論
は
、
日
本
紀
覚
宴
和
歌
の
内
容
が
、
講
書
の
成
果
を
示
す
も
の
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
論
。
こ
と
に
興
味
深
い
の
が
、
延
喜
講
堂
回
の
博

士
藤
原
春
海
の
「
芦
芽
の
波
の
き
ざ
し
も
遠
か
ら
ず
天
つ
日
継
の
始
め
と
思

へ
ば
」
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。
日
本
書
紀
冒
頭
「
含
牙
」
の
「
牙
」
を
、

「
キ
ザ
シ
」
と
訓
む
か
「
ア
シ
カ
ピ
」
と
訓
む
か
、
両
説
の
対
立
が
講
堂
百
の

世
界
に
お
い
て
緊
張
を
は
ら
ん
で
い
た
こ
と
を
釈
日
本
紀
引
用
の
私
記
か
ら

跡
づ
け
、
い
わ
ば
そ
の
折
衷
案
と
し
て
、
前
掲
の
春
海
の
和
歌
が
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
お
り
、
説
得
力
を
も
っ
。
「
講
書
の
場
で
論
議
に
な
っ
た
訓
話
、

め
か
し

そ
の
中
で
の
自
説
の
主
張
、
あ
る
い
は
ま
た
講
義
を
理
解
し
た
証
と
し
て
歌

が
よ
ま
れ
る
こ
と
を
開
削
し
て
、
歌
題
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
、
歌
題
の
選
出
基
準
を
日
本
三
代
実
録
に
「
有
名
諸
臣
ヲ
抄
出
ス
」

よ

よ

と
す
る
の
は
「
名
前
の
訓
み
や
、
そ
の
事
績
の
叙
述
の
訓
み
や
内
容
等
が
講

議雪
頁 r
は宅

若草
否に
りな
勾- つ
例た
に人
よ物
っと
てい
肯弓
ゎ ι
れ正
るで
ぐえ は
さ h
でい
あか
ろ L

1 と
し、

っ
た
提
言

第
四
章
「
風
土
記
の
表
現
|
地
方
の
個
性
|
」
は
著
者
の
比
較
的
近
年
の

論
考
を
収
め
、
完
成
度
が
高
い
。

第
一
節
は
播
磨
国
風
土
記
に
特
徴
的
な
、
求
婚
を
「
説
」
で
表
す
事
例
を

ムハ
ムハ

め
ぐ
る
考
察
。
「
播
磨
風
土
記
の
求
婚
伝
承
に
は
、
簡
単
に
承
諾
さ
れ
そ
う

に
も
な
い
求
婚
、
相
手
の
心
を
得
ょ
う
と
し
て
し
の
ぎ
を
削
る
求
婚
で
あ
る

こ
と
を
表
す
「
説
」
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
(
削

頁
)
と
し
、
司
馬
相
如
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
脳
裏
に
お
い
た
「
編
述
者
逮
の

漢
籍
の
教
養
」
と
、
求
婚
の
特
徴
を
「
端
的
に
表
わ
そ
う
と
し
た
意
欲
」

(仙
頁
)
が
、
こ
う
し
た
文
字
の
選
択
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
節
は
、
豊
後
国
風
土
記
や
他
の
西
海
道
風
土
記
に
用
い
ら
れ
る
「
勅

+
動
詞
」
「
凱
旋
」
「
消
息
L

が
、
そ
の
他
の
諸
国
風
土
記
に
は
み
ら
れ
な
い

語

・
語
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
追
究
す
る
。
ま
ず

「
勅
+
動
詞
」
は
、
漢
籍
で
南
北
朝
岡
明
か
ら
見
え
る
語
法
で
、
日
本
で
は
続

日
本
紀
に
至
っ
て
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
対
し
て
日
本
書
紀
に
は
漢
籍
で
も

古
い
用
法
で
あ
る
固
定
的
な
言

い
方
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
日
本
の
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
交
渉
の
先
端
の
地
」
で
あ
る
大
宰
府
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
そ
の
官
人
は
「
南
北
朝
時
代
か
ら
初
唐
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
比

較
的
新
し
い
時
代
の
正
史
の
文
章
や
湖
海
の
公
文
書
」

(仰
頁
)
に
用
い
ら
れ

る
語
法
を
用
い
て
、
風
土
記
を
記
し
た
の
だ
と
述
べ
る
。

同
様
に
し
て
、
「
凱
旋
」
も
中
国
に
お
い
て
比
較
的
新
し
い
用
語
で
、
日

本
書
紀
編
者
の
視
野
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
続
日
本
紀
に
至
っ
て
現
れ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
大
宰
府
{
巨
人
の
開
明
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
ま
た
寸
消
息
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
豊
後
国
正
税
帳
に
多
く
見
ら
れ
る



こ
と
、
農
後

・
肥
前
国
風
土
記
の
「
状
を
挙
げ
て
奏
聞
す
」
と
い
っ
た
表
現

が
、
正
倉
院
文
書
の
解
文
の
表
現
に
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
「
豊
後
・
肥
前

の
両
風
土
記
の
、
特
に
総
記
を
含
む
冒
頭
部
の
記
述
は
解
文
や
符
・
正
税
帳

な
ど
、
官
人
の
報
告
書
等
の
文
書
の
言
葉
遣
い
を
想
起
さ
せ
る
も
の
を
も
っ

て
い
る
」
(
側
頁
)
と
す
る
指
摘
は
、
き
わ
め
て
重
要
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
著
者

が
「
他
の
西
淘
道
風
土
記
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
「
甲
類
西
海
道
風
土
記
」

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
西
海
道
風
土
記
に
甲
類

・
乙
類
の
同
類
が
存
在
す

る
こ
と
は
大
き
な
謎
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
問
題
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
視

点
の
一
つ
を
、
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

第
三
節
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
勅
十
動
詞
」
の
語
法
の
、
続
日

本
紀
に
お
け
る
様
態
を
考
察
し
、
こ
の
語
法
が
大
宰
府
の
官
人
の
使
用
に
始

ま
り
、
中
央
に
流
れ
込
ん
だ
と
の
推
論
を
展
開
し
て
前
節
を
補
強
す
る
。

第
四
節
は
、
「
片
時
」
「
見
在
」
「
就
中
L

「
夜
裏
」
「
御
」
(
天
皇
を
表
す
)

「
同
天
皇
」
な
ど
、
肥
前
国
風
土
記
に
特
徴
的
な
語
を
取
り
上
げ
て
の
考
察
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
同
時
代
の
散
文
で
あ
る
古
事
記
や
日
本
書
紀
、
他
の

風
土
記
に
は
使
わ
れ
な
い
と
い
う
点
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
諾
の
大
半
が
中
国

語
と
し
て
も
南
北
朝
以
後
の
新
し
い
語
で
あ
る
、
と
い
う
二
つ
の
面
に
お
け

る
新
し
さ
」
(
側
頁
)
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
か
で
も
興
味
深
い
の
は

「
見
在
」

(
松
浦
郡
摺
振
峰
条
)
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
「
見
在
」
は
令
の
条

文
や
正
倉
院
文
書
や
続
日
本
紀
に
み
ら
れ
る
が
、
日
本
書
紀
等
に
は
無
い
。

中
川
ゆ
か
り
著

『上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

一
見
類
似
し
た
「
今
在
」
「
今
猶
在
」
な
ど
と

は
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
「
現
に
存
在
す
る
」
「
嘘
み
た
い
な
話
だ
け
れ
ど
も
、

日
本
書
紀
な
ど
に
み
え
る

ほ
ん
と
、
つ
に

が
在
る
の
で
あ
る
」
と
い

っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
す
も
の

と
し
て
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
し
、
「
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
肥

前
回
風
土
記
の
編
者
が
こ
う
し
た
言
葉
の
機
微
を
表
現
す
る
能
力
を
持
っ
た

人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

(俄
頁
)
と
結
ん
で
お
り
、

首
肯
さ
れ
る
結
論
と
い
え
る
。

そ
の
他
の
事
例
に
お
い
て
も
、
肥
前
回
風
土
記
が
正
倉
院
文
書
や
法
律
関

係
書
な
ど
に
見
え
る
、
新
し
い
周
一
誌
を
適
切
な
文
脈
に
お
い
て
使
用
す
る
傾

向
性
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
「
肥
前
国
風
土
記
の
編
者
は
そ
の
漢
文
の
能

力
を
、
地
ハ
拠
を
ふ
ま
え
た
美
文
の
作
成
に
用
い
ず
、
実
務
的
な
LX
'単
の
中
で
、

積
極
的
に
新
し
い
語
を
取
り
込
み
、
よ
り
適
切
な
表
現
を
す
る
た
め
に
費
や

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
(
仰
頁
)
と
し
て
、
国
際
関
係
の
窓
口
で
あ
っ
た
大

宰
府
官
人
に
よ
る
編
纂
の
場
の
反
映
を
考
え
て
い
る
の
も
的
硲
で
、
今
後
、

肥
前
回
風
土
記
を
考
え
る
上
で
、
必
ず
顧
み
ら
れ
る
観
点
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。以

上
、

各
章
各
節
を
通
覧
し
て
き
た
が
、
本
書
全
体
を
通
し
て
見
ら
れ
る

の
は
、
こ
と
ば
へ
の
誠
実
な
飽
く
な
き
追
究
の
姿
勢
で
あ
る
。
日
本
語
と
中

国
語
の
問
を
往
き
来
し
つ
つ
、
漢
字
に
よ
っ
て
書
く
こ
と
を
模
索
し
た
上
代

」
、
レ
し

-，ノ
-



中
川
ゆ
か
り
著

『上
代
散
文

そ
の
表
現
の
試
み
』

の
人
々
の
表
現
の
試
み
は
、
ひ
た
す
ら
一
つ
の
こ
と
ば
を
追
い
、
用
例
を
丁

寧
に
渉
猟
し
分
析
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
軌
跡
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と

を
、
本
舎
は
力
強
く
指
し
示
し
て
い
る
。
著
者
が
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
正

倉
院
文
書
の
言
語
に
関
す
る
研
究
が
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
、
風
土
記
の
考

究
に
有
用
で
あ
る
こ
と
も
、
本
金
田
の
論
述
の
そ
こ
こ
こ
で
窺
わ
れ
、
論
証
の

手
だ
て
の
新
た
な
可
能
性
も
開
示
し
え
て
い
る
と
い
え
る
。
観
念
的
な
言
辞

を
弄
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
用
例
を
蒐
集
し
て
の
実
証
に
則
し
た
も

の
言
い
を
貫
く
著
者
の
姿
勢
に
、
頭
を
垂
れ
た
い
。

「
抑
制
解
な
古
典
で
あ
り
、
我
国
最
古
の
歴
史
書
で
あ
る
日
本
書
紀
を
読
み

ザ、t
‘、
〕
ノ

rノ

得
た
誇
り
と
喜
び
も
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
」

(第
四
掌
術
論
捌
頁
)
と
は
、

日
本
書
紀
講
書
に
連
な
っ
た
人
々
の
歌
へ
の
著
者
の
弁
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
同
時
に
、
評
者
か
ら
本
書
に
(
「
古
事
記

・
日
本
書
紀
・
風
土
記
を
読
み
得

た
」
と
こ
と
ば
を
換
え
て
)、
献
呈
し
た
い
言
で
も
あ
る
。

(ニ
O
O九
年
二
月

塙
喬
一房
刊

A
5版

一
て

0
0
0円

《税
別
》)

五
一
五
頁

(
お
ぎ
は
ら

ち
づ
る
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
教
授
)



報

告

O
第
六
十
三
回
高
葉
学
会
全
国
大
会
報
告

二

O
一
0
年
度
の
全
国
大
会
は
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
二
十
六
日
ま

で
の
凹
日
問
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
と
の
共
催
で
、
高
岡
市
、
高
岡
市
教
育

委
員
会
、

財
団
法
人
高
岡
市
民
文
化
振
興
財
団
の
後
援
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

〔
第
一
日
目
〕

*
公
開
講
演
会
(古
同
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
)

十
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で

挨
拶

高
橋
正
樹
氏

高
岡
市
長

講
演西
風
の
見
た
も
の
|
人
麻
呂
・
家
持
に
お
け
る
中
国
詩
文
|

京
都
大
学
大
学
院
教
授

内
田
賢
徳
氏

大
伴
家
持
と
万
葉
集
の
編
纂

ー
伊
藤
博
著
『
寓
葉
集
の
構
造
と
成
立
』

の
顕
彰
と
検
証
|

村
瀬
憲
夫
氏

近
畿
大
学
教
授

第
三
国
商
業
学
会
奨
励
賞
授
与
式

(司
会

坂
本
信
幸
編
輯
委
員
)

第
一

日
目
の
会
場
は
、
高
岡
駅
に
近
接
す
る
高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

4
階
ホ

l
ル
で
あ
る
。
六
年
前
の
第
五
十
七
回
高
葉
学
会
全
国
大
会
も
こ
こ

報

告

で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
高
岡
市
長
高
橋
正
樹
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
講

演
に
移
る
。
内
田
氏
の
講
演
は
、
柿
本
人
麻
呂
と
大
伴
家
持
に
お
け
る
中
国

詩
文
の
受
容
の
あ
り
方
の
差
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
。
ち
な
み
に
演
題
は
ド
ピ

ユ
ツ
シ

l
の
前
奏
曲
の
曲
名
に
ち
な
む
。
村
瀬
氏
の
講
演
は
、
契
沖
を
受
け

て
伊
藤
博
が
唱
え
た
編
纂
成
立
論
を
、
近
時
の
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
て
再

検
討
さ
れ
た
。
時
に
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
つ
つ
伊
藤
論
に
鋭
く
迫
ら
れ
、
今

後
の
編
纂
成
立
論
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
講
演
会
の
模
械
は
、

翌
日
、

北
日
本
新
聞
朝
刊
に
写
真
と
と
も
に
報
道
さ
れ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
第
三
回
「
寓
築
学
会
奨
励
賞
L

授
与
式
。
坂
本
信
幸
審

査
委
員
長
よ
り
選
考
結
果
が
発
表
さ
れ
、
蜂
矢
真
郷
学
会
代
表
よ
り
村
上
桃

子
氏
、

池
田
幸
恵
氏
に
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
次
年
度
の
研
究
発
表

会
で
は
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

参
加
者
は
、

*
懇
親
会
(ホ
テ
ル
ニ

ュ
1
オ
|
タ
ニ
高
岡
)

一
般
も
含
め
約

一
五

O
名
。

十
月
二
十
三
日
(
土
)
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

開
宴
に
先
立
っ

て
、
蜂
矢
真
郷
学
会
代
表
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
高

岡
市
長
高
橋
正
樹
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
そ
し
て
講
演
者
の
内
田
賢

徳
氏
、
村
瀬
窓
夫
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
高
岡
市
教
育
長
氷
見
折
口

正
氏
の
乾
杯
の
御
発
声
で
開
宴
。
宴
が
華
や
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
高
岡
市

十
周
業
歴
史
館
館
長
小
野
寛
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
す
る
。
そ
の
後
、
浅
見
徹

」、T
U

-ノ
寸
ノ



報

主ヒ
cl 

氏
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ト

l
ク
ウ
イ

ル
・
ダ
シ

l
氏
、
昨
年
度
の
大
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
宰
府
議
薬
会
の
松

尾
せ
い
こ
氏
、
寓
葉
、
っ
た
が
た
り
主
宰
の
岡
本
三
千
代
氏
、
全
国
首
同
業
協
会

会
長
の
富
田
敏
子
氏
、
中
京
大
学
の
佐
藤
隆
氏
な
ど
次
々
に
ス
ピ

ー
チ
の
マ

イ
ク
を
握
ら
れ
、
時
に
商
業
歌
の
歌
唱
も
披
露
さ
れ
た
。
恒
例
の
研
究
発
表

者
挨
拶
の
後
、
今
回
共
催
の
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
紹

介
が
あ
り
、
万
事
行
き
届
い
た
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
。
参
加
者
約
八

O
名
。

(
司
会

大
島
信
生
・
白
井
伊
津
子
編
騎
委
員
)

〔
第
二
日
目
〕

*
研
究
発
表
会
(高
岡
市
万
葉
歴
史
館
)

十
月
二
十
四
日
(
日
)
午
後
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

午
前
の
部

弓
削
皇
子
相
聞
歌
群
の
形
成

ー
寓
葉
集
に
お
け
る
弓
削
皇
子
像
を
め
ぐ
っ
て
|

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
生

竹
嶋
麻
衣
氏

ム
ス
ヒ
神

・
ム
ス
ピ
神

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師

森
陽
香
氏

「
走
出
」
追
考

壊
見
修
司
氏

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
研
究
員

七
O 

(
司
会

西
一
夫
編
輯
委
員
)

午
後
の
部

上
代
に
お
け
る
謙
譲
の
「
タ
マ
フ
」

(下
二
段
活
用
)
と
「
タ
マ
ハ
ル
」

大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
摂
南
大
学
非
常
勤
講
師

根
来
麻
子
氏

上
代
の
マ
シ
を
め
ぐ
っ
て

栗
田
岳
氏

東
京
成
徳
大
学
非
常
勤
講
師

司
会

佐
野
宏
編
輯
委
員
)

大
伴
家
持
と
応
詔
歌
|
万
葉
集
末
四
巻
を
中
心
に
|

多
摩
大
学
目
黒
高
等
学
校
教
諭
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

松
田
聡
氏

草
香
山
を
越
え
る

影
山
尚
之
氏

図
田
学
図
女
子
大
学
教
授

(
司
会

鉄
野
昌
弘
編
輯
委
員
)

二
日
目
の
会
場
は
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
の
講
義
室
。

ほ
ほ
満
席
で
あ
っ

た
。
発
表
者
と
聴
き
手
と
の
距
雌
が
近
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
も

と
活
発
な
討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
さ
っ
そ
く
前
日
の
村
瀬
氏
の
ご
講
演
と

も
か
ら
め
た
質
疑
応
答
も
あ
っ
た
。

蜂
矢
真
郷
学
会
代
表
の
挨
拶
で
閉
会
。
参
加
者
約
一
一

O
名
。

(
奥
村
和
美

百己
) 

*
臨
地
調
査
研
究
報
告

十
月
二
十
五
日
八
時
半
。
小
雨
混
じ
り
の
中
、

三
名
の
お
見
送
り
の
方
と



別
れ
て
、
参
加
者
二
十
名
を
乗
せ
た
パ
ス
は
富
山
方
面
に
向
け
て
出
発
し
た
。

ま
ず
、
豪
農
の
館
・
内
山
邸
で
は
、
お
名
前
も
ゆ
か
し
い
伊
藤
博
館
長
よ

り
丁
寧
な
ご
案
内
を
賜
っ
た
。
二
月
に
は
雪
の
自
に
梅
が
彩
り
を
添
え
る
で

あ
ろ
う
広
い
お
庭
。
そ
の
北
側
附
に
あ
る
柿
本
人
麻
呂
神
社
の
跡
、
そ
し
て
ま

た
、
明
治
期
の
文
人
墨
客
が
し
ば
し
ば
寄
寓
し
た
と
い
う
家
屋
を
廻
り
、
越

中
び
と
の
風
雅
を
愛
で
文
化
を
支
え
る
心
に
ひ
た
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
郷
土
的
な
気
概
が
篤
学
の
人
、

山
田
孝
雄
博
士
を
生
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
博
士
の
眠
る
長
慶
寺
に
参
詣
。
富
山
市
役
所
の
敷
地

内
に
あ
る
山
田
孝
雄
氏
の
歌
、

百
千
度
く
り
か
へ
し
て
も
読
毎
に
こ
と
新
な
り
古
の
典

の
砕
を
拝
見
す
る
。
そ
の
後
、

心
と
き
め
か
し
て
、
富
山
市
立
図
書
館
の
山

田
孝
雄
文
庫
を
見
学
す
る
。
突
然
、

U
先
生
よ
り

『奈
良
朝
文
法
史
』
謄
写

本
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講
義
を
受
け
た
り
、
達
筆
な
博
士
の
書
き
込
み
を
見
つ

け
て
胸
躍
ら
せ
た
り
、
時
士
の
手
に
取
ら
れ
た
「
古
の
典
」
の
宝
か
ら
は
立

ち
去
り
が
た
く
、
時
間
は
瞬
く
問
に
過
ぎ
て
い

っ
た
。

昼
食
に
富
山
名
産
の
鱒
寿
司
を
堪
能
し
、

一
行
は
魚
津
埋
没
林
博
物
館
へ

。

二
千
年
前
に
水
中
に
埋
没
し
た
と
い
う
杉
の
原
生
林
。
一

千
三
百
年
前
の
人

の
目
に
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
だ
の
だ
ろ
う
か
。
雨
が
止
ん

で
少
し
く
外
が
明
る
く
な
り
、
屋
上
展
望
台
か
ら
も
立
山
連
峰
の
山
腹
が

徐
々
に
望
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
晴
れ
の
日
で
あ
れ
、
雨
の
日
で
あ
れ
、
そ

報

£ヒ
口

の
姿
は
今
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
思
え
る
。

米
騒
動
発
祥
の
地
を
横
目
に
、
バ
ス
は
魚
津
水
族
館
に
着
い
た
。
高
さ
四

メ
ー
ト
ル
を
越
す
県
内
最
大
の
衛
門
葉
歌
仰
は
、
や
は
り
山
田
陣
士
の
警
に
な

る
も
の
。
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
る
「
延
槻
河
」
の
水
の
冷
た
さ
は
い
か
ほ
ど
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
各
々
が
天
平
二
十
年
春
の
川
の
瀬
に
思
い
を
馳
せ
て
い

る
う
ち
に
、
立
山
山
麓
の
雄
山
神
社
に
到
着
。
厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
て
参

拝
を
す
ま
せ
、
第

一
日
目
の
旅
程
を
終
え
た
。

二
十
六
日
の
第
二
日
目
。

O
先
生
の
雄
山
神
社
で
の
祈
り
も
む
な
し
く
、

天
気
は
回
復
す
る
こ
と
な
く
、
い

っ
そ
う
冷
た
い
雨
が
地
上
に
降
り
注
い
だ
。

宿
泊
地
の
グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
を
出
て
室
堂
平
に
登
る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、

立
山
口
受
茶
羅
の
世
界
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
。
盗
望
館
、
旧
宿
坊
の
教
算
坊
、
立

山
博
物
館
を
見
学
し
、
延
々
と
速
な
る
立
山
信
仰
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
振

り
返
る
こ
と
と
な
っ
た
。
立
山
博
物
館
で
は
、
秋
期
企
画
展
と
し
て
「
立

山
・

富
士
山

・
白
山

み
つ
の
山
め
ぐ
り
|
釜
山
巡
礼
の
旅

「
三
禅
定
」

|
」
を
開
催
中
で
あ
り
、
主
任
学
芸
員
の
加
藤
基
樹
氏
か
ら
細
部
に
わ
た
っ

て
行
き
届
い
た
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
文
政
六
年
に
4

普
か
れ
た
と
い
う

道
中
日
記

『三
ツ
の
山
巡
』
に
は
、
土
地
の
食
べ
物
か
ら
宿
の
評
価
に
至
る

ま
で
、
旅
の
模
機
が
子
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ
た
。

山
を
下
り
て
バ
イ
キ
ン
グ
式
の
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、
浜
風
が
吹
き
荒
ぶ

中
、
岩
瀬
浜
地
区
を
散
策
。
最
後
は
諏
訪
神
社
に
立
ち
寄
り
、
県
内
最
古
と

七



報

fr. 
Eヨ

い
う
商
業
歌
碑
を
見
る
。
大
伴
家
持
が
少
納
言
に
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
、

上
京
す
る
前
に
久
米
広
純
の
館
に
書
き
残
し
た
と
い
う
歌
、

石
瀬
野
に
秋
萩
し
の
ぎ
馬
並
め
て
初
鳥
狩
だ
に
せ
ず
や
別
れ
む

あ
り
こ
と

と
、
こ
れ
に
追
和
し
た
江
戸
時
代
末
期
の
歌
人
、
千
種
有
功
の
歌
が
、
繊
細

な
文
字
で
刻
ま
れ
て
い
た
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
蔦
葉
歌
へ
の
思
い
に
満

ち
足
り
た
気
持
ち
に
な
り
、
そ
の
ま
ま
富
山
駅
に
て
解
散
し
た
。

こ
の
両
日
は
、
越
中
を
隅
々
ま
で
知
り
尽
く
し
て
お
ら
れ
る
関
氏
の
詳
細

七

を
き
わ
め
た
解
説
に
感
嘆
し
き
り
で
あ
っ
た
。
帰
宅
後
、
さ
り
げ
な
く
届
け

て
く
だ
さ
っ
た
立
山
の
初
雪
の
お
便
り
に
も
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
今
般
の
大
会
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
の
ブ
ロ

グ
「
高
岡
万
度
日
記
」

(
E
G
¥¥
E
S
E
m
o
E
O¥区
高
¥)
に
多
く
の
写
真
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
万
葉
歴
史
館
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
も
入
る
こ
と

が
可
能
。
ど
う
ぞ
御
覧
く
だ
さ
い
。

(白
井
伊
津
子

記
)



予

告

O
禽
葉
学
会
第
六
十
四
回
全
国
大
会

二
O
一一

年
(平
成
二
十
三
年
)度
、
第
六
十
四
回
の
商
業
学
会
全
国
大
会

定
で
す
。

は
、
園
田
学
園
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予

= ， 
日じ

開
催
日
十
月
八
日
(
土
)
午
後

十
月
九
日
(日
)全
日

十
月
十
(月
)1
十

一
日
(火
)

公
開
講
演
会
(予
定
)

予

告

公
開
講
演
会

・
懇
親
会

研
究
発
表
会
臨
地
調
査
研
究

中
京
大
学
教
授

・
大
阪
大
学
名
管
教
授

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

蜂
矢

真
郷
氏

寺
川
真
知
夫
氏

O
研
究
発
表
者
募
集

内
容

上
代
の
言
語

・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間

発
表
三
十
分

質
疑
応
答
十
五
分
程
度

二
O
一一

年
六
月
三
十
日
(木
)

研
究
発
表
ご
希
望
の
方
は
、
題
名

・
氏
名
・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨

応
募
締
切

(八
百
字
以
内
)を
添
え
て
、

一
高
薬
学
会
本
部
(大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
)

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
表
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、

八
月
三
十

一
日
(水
)ま
で
に
要
項
集
の
版
下
原
稿
(B
5
判
)を
作
成
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上

ーヒ



0現在編輯委員会は、次の十九名によ って構成されています。(五十音順)

乾 善彦 上野誠 内田賢徳 大島信生 大僚長幸
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村田正博 毛利正守 山崎健司 O吉井健

(。学会代表、 O編輯委員長)



編

輯

後

記

O
二
百
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
論
文
三
筋

に
出
評
二
編
を
併
せ
て
編
み
ま
し
た
。
村
上
氏
の

論
は

『古
事
記
』
中
巻
応
仙
仰
天
皇
条
に
記
さ
れ
た
、

応
神
天
皇
と
矢
河
枝
比
売
と
の
婚
姻
郡
と
、
そ
の

歌
謡
に
関
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
歌
謡
が
こ
こ
に

誼
か
れ
て
い
る
意
味
、
歌
謡
の
道
行
き
の
意
味
な

ど
を
、
背
景
に
あ
る
丸
遡
氏
と
矢
河
枝
比
売
の
関

係
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
た
論
で
す
。
阪

口
氏
の
論
は

式市」

の
訓
詰
に
関
す
る
論
で
す
。

大
石
氏
の
論
は
、
商
業
集
の
伝
本
に
関
す
る
基
礎

的
な
研
究
で
す
。
古
活
字
版
と
近
衛
家
の
周
辺
の

事
情
ゃ
、
八
条
宮
家
と
の
関
係
な
ど
に
も
言
及
が

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
展
開
し
て
行
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
三
侃
と
も
新
進
の
研
究
者
の
成
果
で
す
。

山
口
氏
、
萩
原
氏
に
よ
る
哲
一
評
二
続
は
、
と
も
に

三
十
枚
を
越
え
る
懇
切
な
も
の
で
す
。
こ
れ
に
昨

年
の
学
会
報
告
と
旅
行
記
を
添
え
ま
し
た
。

O
市
内
山
梨
学
会
の
編
輯
委
員
会
は
、

七
月
初
旬

(
土
)
・
十
月

学
会
時
(
日
)
・
十

二

月

中

旬

(土
)
・
三
月
下
旬
の
年
凹
回
行

っ
て
い
ま
す
(曜

日
は
原
則
)。

締
切
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
ご

投
稿
い
た
だ
く
場
合
は
、
こ
の
日
程
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
投
稿
い
た

だ
い
て
も
会
議
ま
で
二
週
間
の
時
間
的
余
裕
が
な

い
場
合
に
は
、
次
回
の
査
読
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

O
今
年
度
の
就
職
事
情
は
異
常
で
す
。
国
絞
れ
て
企

業
あ
り
、
と
な
ら
ぬ
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

(吉
井

八
〉
お
願
い
〈
〉

-
論
文
の
投
稿
、

品川
u
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
貨
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「
O
O

九
O

O
|

七

|
二
九
一
四
七

商

業

学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
前
文
堂
山
版
内
高
楽
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健

投

稿

規

程

一
、
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
、
市
内
楽
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
量
は
、
原
則
と
し
て
凶
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度

(た
だ
し
「
賞
'
業
片
身
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
凹
部
(
コ
ピ
1

可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

て
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
南
葉
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
商
業
学
会
会
則

て
本
会
は
、
部
業
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
商
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
市
内
業
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て

会

員

の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
輯
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

-
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
と
、
随
時
、
目
的

に
沿
う
事
'業
を
行
う
。

て

会

員

は
、
年
額
四
千
円
の
会
資
(誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一

一二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
悶
話
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
八
五
八
五
)

に
置
く
。

て
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯

・
発
行
は
編

絹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。



菖

葉

第

二
百
八
号

平
成
二
十
三
(
二
三
二
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
三
(
二
三
乙
年
三
月
三
十
一
日
発
行

頒
価
一
、

O
O
O
円

送

料

六

O
円

蜘
駒
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番

m号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
諸
国
文
学
研
究
室
内

編

附

発

行

寓

葉

学

会

代

表

者

蜂

矢

真

郷

振
替

O
O九
O
O
t
七
よ
一
九
一
四
七

川
町
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

ヨ
E
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品

ω
g
u
P
5島
中
旬

σ
n
o
首
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売
所


